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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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　「
9
条
を
人

類
全
体
で
共
有

し
た
い
」
と
の

理
念
で
運
動
し

て
い
る
「
憲
法

9
条
に
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
」
実
行
委
員
会

の
落
合
正
行
共
同
代
表
は
そ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ

て
い
ま
す
▼
賛
同
者
の
署
名

は
3
月
現
在
で
　
万
筆
を
超

48

え
ま
し
た
。
最
終
審
査
が
行

わ
れ
た
昨
年
9
月
に
　
万
筆

33

ほ
ど
の
署
名
を
段
ボ
ー
ル
　11

箱
に
詰
め
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

送
り
ま
し
た
。
あ
る
時
「
も

う
用
紙
は
送
っ
て
く
れ
な
く

て
い
い
。
置
く
場
所
が
な

い
」
と
返
事
が
あ
り
ま
し
た

▼
今
、
世
界
全
体
が
中
東
を

中
心
に
激
動
期
に
あ
り
ま

す
。
9
条
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
で
き
れ
ば
、
人
間
が
日

本
の
憲
法
に
到
達
し
た
英
知

を
、
人
類
全
体
で
共
有
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
▼
受
賞

で
き
た
ら
受
け
取
り
に
行
く

の
は
安
倍
首
相
で
し
ょ
う

か
。
ど
ん
な
表
情
で
受
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉金
を
ど
こ
に
活
用

す
る
か
…
…
。

（
　
分
で
二
段
）

10

　　局署応援、部門間応援こそ確定申告期に求められる！　

　
申
告
相
談
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
個
人
課
税
で
は
３
月
　
日
以
降
が
本
番
と
の

17

声
も
あ
り
、
管
理
運
営
部
門
を
含
め
繁
忙
期
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
部
、
超
勤
規
制
が
進
ん
で
い
る
署
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
署
は
定
時
退

庁
日
す
ら
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
慢
性
超
勤
は
事
務
運
営
と
人
員
配
置
に
問
題
が
あ
り
、
当
局
の
責
任
で
改
善
す

べ
き
で
す
。

 全
国
各
地
の
超
勤
実
態

管
運
の
超
勤
が
突
出

　
　（
愛
知
支
部
機
関
紙
）

　
各
署
で
3
月
　
日
に
超
勤

13

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。

Ａ
署
　
今
回
で
4
回
実
施
し

た
状
況
は
、
相
変
わ
ら
ず
他

部
門
は
帰
る
の
に
管
理
運
営

部
門
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
仕

事
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
管

運
の
在
署
人
数
の
多
さ
は
、

突
出
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
署
　
相
談
会
場
の
居
残
り

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
管
理
運
営
部
門
は
、
Ｋ
Ｓ

Ｋ
が
動
く
、　
時
　
分
ま
で

17

30

Ｋ
Ｓ
Ｋ
の
作
業
を
し
て
、
そ

こ
か
ら
片
付
け
始
め
る
た

め
、
慢
性
的
に
　
分
以
上
の

30

超
勤
に
な
り
ま
す
。
各
署
、

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
署
　
申
告
書
の
回
収
に
連

調
や
1
統
括
が
出
向
い
て
い

ま
す
が
、
時
間
が
遅
く
な
っ

て
い
ま
す
。
回
収
の
た
め
署

を
出
発
す
る
の
が
、　
時
　

17

30

分
を
過
ぎ
て
い
ま
す
。

Ｄ
署
　
水
曜
日
と
金
曜
日

『
く
ら
い
』
は
早
く
帰
ろ
う
、

で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
署
　
総
務
、
管
運
、
個
人

は
、
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
（
署

外
会
場
）か
ら
の
帰
署
待
ち
。

　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
か
ら
の

帰
署
は
　
時
　
分
。
ま
だ
お

18

10

客
さ
ん
が
３
名
い
た
そ
う
で

す
。

２
時
間
以
上
の
超
勤

　
　
　
　
　（
関
信
地
連
）

　
埼
玉
県
南
署
で
は
、
申
告

相
談
後
の
処
理
で
、
総
務
、

管
運
、
個
人
部
門
に
２
時
間

以
上
の
超
勤
が
目
立
ち
ま

す
。
　
個
人
課
税
の
超
勤
の
一
因

　
部
門
別
超
勤
実
態
表

関信局浦和署、4月3日（金）（定時退庁日）午後8時。

＊浦和署は、さいたま新都心合同庁舎１階の一部にあります。

応
援
体
制
で
格
差

　
　
　
　
　（
東
京
地
連
）

　
東
京
局
管
内
の
今
事
務
年

度
の
確
定
申
告
期
は
、
局
署

間
の
応
援
を
受
け
た
署
と
受

け
な
か
っ
た
署
と
の
間
に
超

勤
時
間
で
差
が
出
ま
し
た
。

　
超
勤
を
あ
ま
り
生
じ
な

か
っ
た
あ
る
署
で
は
局
か
ら

の
応
援
、
さ
ら
に
部
門
間
で

の
併
任
を
か
け
、
局
署
・
挙

署
一
体
体
制
を
と
り
超
勤
の

縮
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
う
で
な
か
っ
た
、
と
あ
る

署
で
は
応
援
も
併
任
も
な

く
、
部
門
間
応
援
の
期
間
も

短
縮
さ
れ
、
前
年
度
よ
り
も

超
勤
時
間
を
増
や
し
て
し
ま

う
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
で
も

ま
た
調
査
日
数
確
保
の
し
わ

寄
せ
の
影
響
が
出
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

職
場
実
態
を
顧
み
ず「
朝
型
勤
務
」強
行
へ
！

　
内
閣
人
事
局
は
、
３
月
９

日
、
全
国
税
の
上
部
団
体
で

あ
る
国
公
労
連
に
対
し
、

「
国
家
公
務
員
に
お
け
る『
夏

の
生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
』（
朝

型
勤
務
と
早
期
退
庁
の
勧

奨
）
の
実
施
方
針
（
案
）」

を
、
一
方
的
に
示
し
ま
し

た
。
　
実
施
時
期
は
平
成
　
年
７

27

月
及
び
８
月
と
し
、
対
象
職

員
は
、
育
児
・
介
護
等
の
特

殊
事
情
を
抱
え
る
職
員
等
を

除
き
、
出
来
る
限
り
の
職
員

に
実
施
さ
せ
る
と
し
て
い
ま

す
。
　
具
体
的
な
内
容
は
、
①
通

常
の
勤
務
時
間
開
始
時
刻

（
８
・
　
～
９
・
　
）
を
１
～

30

30

２
時
間
程
度
早
め
、
７
・
　30

～
８
・
　
（
終
勤
了
時
間
は

30

　
・
　
～
　
・
　
）
等
と
な

16

15

17

15

る
よ
う
務
時
間
を
割
振
り

（
早
出
勤
務
の
活
用
）と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
注
釈
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
、
官
庁
執
務
時
間

（
８
・
　
～
　
・
　
）
は
変
更

30

17

00

し
な
い
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
官
庁
執
務
時
間
中
等
、

組
織
全
体
が
対
応
可
能
と
な

る
よ
う
、
職
員
等
や
係
の
実

施
期
間
を
変
え
る
、
始
業
時

間
を
ず
ら
す
等
の
工
夫
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
国
公
労
連

は
、
内
閣
人
事
局
と
の
交
渉

を
お
こ
な
い
、
対
象
職
員
を

限
定
し
な
い
『
朝
型
勤
務
』

の
勧
奨
に
は
反
対
で
あ
る
」

と
初
め
に
総
論
と
し
て
述

べ
、
以
下
の
点
を
主
張
・
要

求
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

①
 ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン

ス
を
目
的
と
す
る
な
ら
、
ま

ず
職
場
の
長
時
間
勤
務
・
過

密
労
働
を
是
正
す
べ
き
だ
。

②
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
視
野
に

置
い
て
い
る
な
ら
、
国
民
生

活
の
時
間
帯
が
何
ら
変
化
の

な
い
中
で
、
公
務
が
先
行
し

て
も
国
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
。
③
家
庭
生
活
に
責
任
を

持
つ
職
員
な
ど
に
と
っ
て
、

職
場
の
理
解
を
得
な
が
ら
柔

軟
的
な
勤
務
体
系
の
選
択
が

で
き
る
制
度
が
必
要
で
あ

り
、
一
律
的
に
「
朝
型
勤
務
」

を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
。

国
税
の
職
場
に「
朝
型
勤

務
」
は
な
じ
ま
な
い

　
全
国
税
は
、
こ
の
問
題
に

対
す
る
国
税
庁
の
具
体
的
な

対
応
を
窓
口
交
渉
で
追
及
し

ま
し
た
が
、「
現
在
検
討
中
」

と
の
回
答
で
し
た
。

　
早
出
や
慢
性
超
勤
が
横
行

し
て
い
る
税
務
の
職
場
実
態

で
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ

た
ら
、
今
よ
り
も
労
働
時
間

が
長
引
く
事
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
公
務
の
要
請
の

下
、
遠
距
離
通
勤
を
強
い
ら

れ
て
い
る
職
員
は
通
勤
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

　
勤
務
時
間
は
重
要
な
労
働

条
件
で
す
。
労
働
組
合
と
協

議
も
せ
ず
「
日
曜
開
庁
や
昼

休
対
応
」
を
、
一
方
的
に
押

し
付
け
て
き
た
前
科
の
あ
る

国
税
庁
の
対
応
が
注
視
さ
れ

ま
す
。
官
庁
執
務
時
間
厳
守

こ
そ
が
、
国
税
庁
の
取
る
べ

き
姿
で
す
。

再任用者の要求は勤務地と給与重視

　
全
国
的
に
、
３
月
　
日
、
４

31

月
１
日
に
、
再
任
用
者
に
対
し

発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
特
徴
は
、
今
ま
で
調

査
・
徴
収
官
で
あ
っ
た
再
任
用

者
に
、
上
席
発
令
が
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
全
国
税
が
無
年
金
期

間
の
処
遇
改
善
を
要
求
し
た
結

果
で
す
が
、
退
職
時
が
上
席

だ
っ
た
職
員
に
上
席
発
令
が
出

な
い
差
別
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
下
記
は
人
事
院
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。
再
任

用
を
決
め
る
条
件
は
「
勤
務
地
」

　
・
２
％
、「
仕
事
内
容
」　
・

77

57

１
％
で
す
。
再
任
用
者
は
今
後

も
増
え
ま
す
。
処
遇
の
改
善
を

求
め
ま
す
。

　調査結果の主なポイント
○ 約8割が退職後も働きたいと思った。働きたいと思った理由は「無
　収入期間が生じないようにする」（76.2％）、「生活費が必要」（69.4％）
　が多い。
○ 何歳まで働きたいと思ったかについては、「65歳」が約6割で最多
○ 約8割が仕事に就いており、そのうち7割の就労先が「国の機関に
　おける再任用職員」
○ 就労している者の勤務形態については、国の再任用ではフルタイム
　勤務が約5割であるのに対し、定年退職後民間企業等で就労してい
　る場合では約8割がフルタイム勤務
○ 今後の生活についての不安は「自分の健康」（69.3％）、「家族の健康
　や介護」（64.7％）、「日常の生活費などの家計」（62.6％）
○ 公務に適切な今後の高齢者雇用制度として「定年年齢の引上げ」を
　挙げた者が約半数で最多。次いで「現行の再任用で希望者全員を雇
　用」が約4割

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
超
勤
削
減
が
前
提

平成26年度退職公務員生活状況調査の結果について（平成27年3月
31日、給与局生涯設計課） より

に
審
査
事
務
の
遅
れ
が
あ
り

ま
す
。
週
休
日
の
振
替
や
面

接
に
よ
る
職
員
不
足
に
く
わ

え
疲
労
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
が
あ
る
と
の

声
も
。

　
ま
た
、
管
理
職
を
は
じ
め

と
し
て
身
申
や
人
事
評
価
に

さ
か
れ
る
事
務
量
負
担
が
一

因
だ
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
　
他
省
庁
と
評
価
時
期
を
併

せ
て
い
る
事
か
ら
起
こ
っ
て

い
る
現
象
で
す
が
、
国
税
庁

に
時
期
の
再
考
を
求
め
ま

す
。

　超勤削減超勤削減はは、、当局の責任当局の責任でで、、できるできる

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃



(　2　)第 2033号2015年 4月 10日

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

風
潮
だ
ね
。

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】 

コ
ラ
ム
・
私
鉄
沿
線
よ
り

○
確
申
期
は
　
分
の
昼
休

45

み
休
憩
も
満
足
に
取
れ
な

い
。「
昼
飯
す
ま
せ
て

帰
っ
て
き
て
も
、
居
場
所

が
な
い
」「
自
分
の
デ
ス
ク

が
な
い
」　
分
位
は
損
し

15

て
る
気
分
だ
。

○
再
任
用
特
官
が
署
の
視

察
に
回
っ
て
い
る
。
夜
間

催
告
・
夜
間
臨
場
の
効
用

を
説
い
て
い
る
そ
う
だ
。

つ
い
で
の
話
だ
そ
う
だ

が
、
言
い
た
い
こ
と
は
そ

こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

○
今
年
の
署
間
応
援
、
期

間
中
行
き
っ
ぱ
な
し
の
職

員
も
い
る
よ
う
で
す
。
前

半
後
半
で
あ
れ
ば
問
題
は

な
い
の
で
す
が
、
ひ
と
月

に
な
る
と
、
派
遣
先
の
地

域
手
当
に
な
る
そ
う
で

す
。　
％
か
ら
６
％
に
行

15

け
ば
、
９
％
の
減
収
。
苦

労
す
る
職
員
に
賃
金
カ
ッ

ト
ま
で
強
い
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

職
場
の
声

【
愛
知
東
支
部
・
岐
阜
支
部
】

　
確
定
申
告
の
事
務
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
一
区
切
り
つ
い

た
こ
の
時
期
、
法
人
課
税

部
門
で
は
堰
を
切
っ
た
よ

う
に
外
に
飛
び
出
し
実
調

で
す
。
ま
た
、
人
事
関
係

の
書
類
の
作
成
や
ら
、
私

ど
う
し
ょ
う
か
な
あ
～
な

ど
の
話
が
飛
び
交
う
こ
の

ご
ろ
。
職
場
で
の
声
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

Ａ
　
申
告
書
の
回
付
件
数

増
加
と
と
も
に
事
後
処
理

も
増
加
。
今
年
は
復
興
特

別
税
は
少
な
い
。

Ｂ
　
副
長
の
決
裁
が
永
い

の
で
有
名
だ
ね
、「
こ
と
細

か
く
聞
く
」「
ど
こ
に
書
い

て
あ
る
」
な
ど
…
…
し
び

れ
を
切
ら
し
た
次
の
決
裁

者
は
「
急
い
で
い
る
ん
で

先
い
い
で
す
か
？
」
と
飛

び
込
み
決
裁
。

Ｃ
　
再
任
用
者
だ
け
ど
、

２
月
　
日
の
内
定
連
絡
で
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４
級
発
令
の
予
告
が
あ
り

ま
し
た
。
仕
事
の
内
容
変

わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
　
確
定
申
告
期
中
の
健

康
相
談
っ
て
、
ポ
ー
ズ
で

な
い
の
。
た
だ
受
け
れ
ば

よ
い
の
？
　
体
調
不
良
で

も
休
め
れ
ば
問
題
な
い

が
、
職
場
は
い
そ
が
し
く

て
、
シ
フ
ト
も
決
ま
っ
て

い
れ
ば
周
り
に
気
兼
ね
し

て
、
仕
事
を
続
け
る
の
が

現
状
だ
よ
ね
。

Ｅ
　
目
先
の
数
字
に
こ
だ

わ
る
、
こ
の
職
場
ら
し
い

○
連
日
千
人
が
押
し
寄
せ

て
く
る
と
、
ト
イ
レ
に
行

け
ず
、　
分
小
休
止
は
も

10

ち
ろ
ん
昼
休
み
も
ま
と
も

に
取
れ
ず
、
週
末
が
近
づ

く
と
、
腰
が
限
界
だ
と
訴

え
る
。
家
に
帰
る
の
が
精

一
杯
で
す
。

○
申
告
書
入
力
は
管
運
だ

け
で
や
る
が
、
郵
送
分
の

後
手
後
手
は
よ
く
起
き
る

こ
と
だ
。
大
規
模
署
は

チ
ョ
ッ
ト
し
た
こ
と
で
オ

オ
ゴ
ト
に
な
る
。
指
揮
者

の
方
は
細
心
の
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
ね
。

○
人
事
評
価
の
話
は
少
し

早
い
で
し
ょ
う
か
。
当
局

か
ら
自
己
評
価
は
「
　
字
13

５
行
」
以
内
に
と
話
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
超
え
る

と
別
紙
に
な
る
と
の
こ

と
。
別
紙
は
ア
カ
ン
の
？

【
お
詫
び
と
訂
正
】
前
号
、
囲

碁
の
解
答
の
最
後
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
答
は
、

「
白
死
で
す
」
で
し
た
。

公正で明朗な人事の確立を求める要求書
　　　　　　　　　　　　　　　　

（配転要求部分）
二　配転要求
１　配転（昇任を伴う勤務地の異動を含む転勤の総称＝以下、配転）の基
　本に関し次の要求に応えること。
　(１)　一方的大量の配転をやめること。欠員補充の一形態である配転が
　　毎年サイクル的に大量かつ一方的に繰り返される理由と必要性を明確
　　に示すこと。また、配転する職員を選考する基準・要件を明らかにす
　　ること。
　(２)　配転について国家公務員共通の基準や運用方法を法令・規則化す
　　ること。その実現に向けて、政府の一員たる当局は、責任を持って法
　　令・規則化を内閣および人事院に申し入れること。法令・規則化にあ
　　たっては、労働組合や職員の意見を取り入れるようあわせて申し入れ
　　ること。
２　配転制度の法定･規則化までは、事前打診・内示制度を確立して運用す
　ること｡
　(１)　配転は事前に本人に打診し､本人の納得のもとで行うこと｡
　(２)　事前打診は発令の３カ月前に、内示は１カ月前に行うこと｡
　(３)　内示後、苦情処理期間を設け、妥当な苦情に対する是正措置を保
　　障すること。苦情処理機関の設置について労働組合と協議すること。
３　配転に関する諸運用基準について、本人希望を尊重するよう当面以　
　下の改善すること｡
　(１)　生活本拠地を尊重した配転運用とすること。
　(２)　希望が実現しなかった場合、実現に向けた引継ぎを誰が誰に行っ
　　たかを職員に明示すること。
　(３)　単身赴任をなくすこと。当面、単身赴任期間を原則１年間とする
　　　こと。
　(４)　遠距離・長時間通勤はなくすこと。遠距離・長時間通勤について
　　　は、交通事情をきめ細かく検討して各局で職員の納得いく基準を設
　　　定し、遠距離通勤か長時間通勤のいずれかが基準以上の場合の発令
　　　はやめること。また、基準以上の通勤者については、次期発令期で
　　　是正すること。
　(５)　子弟の育児・教育期間に最大限配慮し、次の原則を確立して厳守
　　　すること。
　　ア　誕生から就学前（６歳）までの６年間。
　　イ　小学校入学から卒業（７歳から12歳）までの６年間。
　　ウ　中学校入学から高校卒業（13歳から18歳）までの６年間の各サ
　　　イクルの間は、該当児童をもつ職員（夫婦ともに職員の場合は両者）
　　　については、希望者以外転居を伴う配転を行わないこと。それらの
　　　職員の希望により転居以外の配転をさせる場合は、家族責任の果た
　　　せる通勤時間内の勤務地とすること。
　　　　また、特別の理由と希望により就学前児童をもつ職員に転居を伴
　　　う配転をさせる場合は、当局責任で保育所を手当てすること。
　(６)　夫婦同一署勤務を排除しないこと。
　(７)　介護の責任を持つ職員および共働き世帯の職員については、希望
　　　を最大限尊重すること。

生活本拠地尊重の配転実現を！
　
確
定
申
告
期
の
繁
忙
期
が
ま
だ
続
く
中
、
身
上
申
告
書
の
提
出
、
身
上
把
握
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
税
は
、
職
員
一
人
一
人
の
処
遇
改
善
や
配
転
要
求
が
実
現
す
る
よ
う
に
、
各

級
所
属
長
あ
て
に
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
女
性
登
用
は
政
府
の
方
針

で
あ
り
、
具
体
的
な
数
値
目

標
で
縛
り
を
か
け
て
い
ま

す
。
　
国
税
庁
の
場
合
、
全
国
税

が
要
求
し
て
き
た
「
６
級
ポ

ス
ト
女
性
在
職
者
数
が
税
務

の
職
場
で
の
女
性
登
用
の
具

体
化
で
あ
る
」
に
、
よ
う
や

く
回
答
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
女
性
の
６
級
ポ
ス

ト
昇
任
数
が
１
８
６
人
（
前

年
１
４
８
人
）
と
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
６
級
ポ
ス
ト
在

職
率
は
わ
ず
か
、
５
・
４
％

で
す
。（
国
税
庁
窓
口
回
答
）

女
性
登
用
は
「
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
」
の
趣
旨
か
ら
、

男
女
間
の
昇
任
等
の
格
差
是

正
を
定
め
た
法
律
で
す
。

　
か
た
や
「
国
税
庁
特
定
事

業
主
行
動
計
画
（
第
Ⅲ
期
安

心
子
育
て
プ
ラ
ン
）の
概
要
」

に
よ
れ
ば
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
の
推
進
を
言
っ
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
等
を
し
な
が
ら
、

能
力
に
相
当
し
た
ポ
ス
ト
に

付
き
、
安
心
し
て
職
務
に
精

励
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境

の
醸
成
が
出
来
れ
ば
、
こ
ん

な
い
い
職
場
は
な
い
が
、
現

実
は
子
ど
も
が
中
学
校
に
進

学
し
た
途
端
、
遠
距
離
通
勤

を
強
い
ら
れ
た
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
や
、
介
護
の
必
要
か
ら

勤
務
地
を
優
先
し
、
夫
婦
が

同
一
地
域
に
転
勤
希
望
を
出

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
夫
が

残
留
を
強
い
ら
れ
た
例
が
全

国
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
身
上
把
握
が
適
当
の
声
も

あ
り
、
長
官
は
身
上
把
握
の

徹
底
を
管
理
者
に
指
導
す
べ

き
で
す
。

　
減
ら
な
い
単
身
赴
任
と
 

　
遠
距
離
通
勤

　
全
国
税
は
、
職
員
負
担
に

な
る
単
身
赴
任
等
の
削
減
を

要
求
し
て
い
ま
す
。

　
実
態
は
単
身
赴
任
（
本
年

度
２
，
４
８
０
人
、
前
年
２
，

４
１
０
人
）転
居
付
配
転（
本

年
度
２
，
３
８
０
人
、
前
年

度
２
，
４
２
０
人
）
遠
距
離

通
勤
（
本
年
度
１
，
５
１
０

人
、
前
年
度
１
，
５
４
０
人
）

と
、
ま
っ
た
く
減
っ
て
い
ま

せ
ん
。

 全国各地で試写会開催中
エネルギー政策のウソを追及したドキュメンタリー

　映画「日本と原発」私たちは原発で幸せですか？ 弁護士、河合弘之 初監督
作品／脱原発の先頭に立つ弁護士が裁判闘争の限界を打破するためにあえて
世に問う日本の原発のすべて！／みなさまのご協力のもと、各地で有料試写
会を開催中（ホームページより転載）

　
女
性
登
用
と
子
育
て

　
支
援
は
別
問
題

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃

　安心して子育て・介護が出来る
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